

平成26年4月　日
公認会計士　　松井　久
１．基本情報
	チェック内容と留意点
	サインと日付

	
	担当者
	チェック者
	担当理事
	監事監査

	1-1)
　2)
　3)
4)
	定款・経理規程・就業規則・稟議規程などの諸規程の管理者が定められておりファイリングがきちんとできています。
上記の諸規程等について、定期的に見直し担当者や管理者によって、改訂等が実施されています。
法人の登記簿謄本が定期的に入手され、アップツーデートな状態であることが確認されています。
メールアドレス・ホームページアドレスの管理者が定められており、管理の記録が残されています。
	
	
	
	

	所見1)
2)
3)
4)
	担当者より

	
	

	
	

	
	チェック者より

	
	

	
	

	
	担当理事より

	
	

	
	

	
	監事監査より

	
	

	
	


２．事業
	チェック内容と留意点
	サインと日付

	
	担当者
	チェック者
	担当理事
	監事監査

	2-1)
2)
3)

	定款に定める事業内容、経理規程に定める事業区分、拠点区分、サービス区分において、現況報告および財務諸表等との整合性を確認していますか。
所轄庁への認可申請や届出書類のファイリングを確認し、関係法等が明らかにされ、定期報告もきちんとされていることを確認していますか。
各々の業務について、事業計画、事業報告がファイルされており、事業内容のコントロールが組織的に実行されていることを確認しています。

	
	
	
	

	所見1)
2)
3)
4)
	担当者より

	
	

	
	

	
	チェック者より

	
	

	
	

	
	担当理事より

	
	

	
	

	
	監事監査より

	
	

	
	


３．組織
	チェック内容と留意点
	サインと日付

	
	担当者
	チェック者
	担当理事
	監事監査

	3-1)
2)
3)
4)
5)
	理事・監事・評議員の名簿と一致していること。さらに記載すべき内容についてのチェックがどのようにされているかが確認されています。
施設長、職員について労務管理担当者等から、記載内容についての情報の元となるデータの正確性について確認されています。
理事会の記載について、理事会議事録に一致していることを確認しています。
評議員会の記載について、評議員会議事録に一致していることを確認しています。
監事監査の記載について、監事からの監査報告等の記録との一致を確認しています。

	
	
	
	

	所見1)
2)
3)
4)
	担当者より

	
	

	
	

	
	チェック者より

	
	

	
	

	
	担当理事より

	
	

	
	

	
	監事監査より

	
	

	
	


４．資産管理
	チェック内容と留意点
	サインと日付

	
	担当者
	チェック者
	担当理事
	監事監査

	4-1)
2)
3)
4)
5)
6)

	財産目録の記載との一致を確かめています。
不動産登記簿の記載との一致を確かめています。
担保提供の状況の記載についても、不動産登記簿の記載との一致を確かめています。
建物については、固定資産台帳の記載と一致していることを確かめています。
収益事業用不動産については、固定資産税の納付状況について確認しています。
財務諸表の記載との整合性について確認しています。
施設あるいは事業所別に整合性を確認しています。

	
	
	
	

	所見1)
2)
3)
4)
	担当者より

	
	

	
	

	
	チェック者より

	
	

	
	

	
	担当理事より

	
	

	
	

	
	監事監査より

	
	

	
	


５．その他
	チェック内容と留意点
	サインと日付

	
	担当者
	チェック者
	担当理事
	監事監査

	5-1)
2)
3)
4)
	情報公開についての記載について
記載内容についての管理者を確かめ、情報公開についての法人内ルールに従って公開されていることを確認しています。
外部監査についての記載について
外部監査人との契約書のファイル等を確かめ、記載内容の正確性を確認しています。
第三者評価についての記載について
第三者評価受審施設等、評価担当団体などについて、契約書のファイル等を確かめ、記載内容の正確性を確認しています。
準拠している会計基準について、経理規程の記載と一致していることを確認しています。

	
	
	
	

	所見1)
2)
3)
4)
	担当者より

	
	

	
	

	
	チェック者より

	
	

	
	

	
	担当理事より

	
	

	
	

	
	監事監査より

	
	

	
	


社会福祉法人現況報告書


作成の留意点と進捗コントロールシート





目的：現況報告の作成を組織的・効率的に実施することで報告書の透明性・信頼性を高めます。


作成要領：作成担当者の分担とチェック担当者を定め、内部管理体制の整備された状況での作成を推進します。


　　　　　現況報告書の作成責任者である理事長等のチェックの記録を残します。


　　　　　さらに、監事監査の実施記録を残すことで現況報告書の信頼性を担保します。
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